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ジオコンポジット型排水層の構造
（ジオフロー）

芯材 （高密度ポリエチレン）

保護材 （不織布）

10mm

2mm

2mm

断面模式図

・高密度ポリエチレンをエンボス加工

・芯材厚さ 10mm, 5mm

・芯材間隔 12.5mm

・規則的に、φ6mmの孔がある。

芯材（上面図）
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芯材の断面図

通水穴
φ6mm 芯材間隔

芯材厚さ
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芯材の上面図

通水穴
通水穴

75mm間隔
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芯材の模式図
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ジオコンポジット型排水層における水移動

通水穴から流出

侵食防止層からの雨水浸入

浸透防止層への雨水浸入

下部排水

上部排水
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ジオフローにおける水の流れ

QS,u i

QS,u,i-1

QS,l i

QS,l,i-1

QW

QD

排水層上部の水

排水層下部の水 廃棄物層への浸透水

侵食防止層へ
侵入した水

侵食防止層

不織布

不織布

エンボス型排水材

排
水

層

浸透防止層

廃棄物層

θ
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散水実験の結果
（浸透防止層：アペックシート）
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水移動モデルの構築

θ

DQ

1,UQ
2,UQ

1,LQ
2,LQHQ

WQ

侵食防止層

浸透防止層

LQ ：排水層下部での側方流DQ ：侵食防止層からの浸入

：排水層上部での側方流UQ WQ ：浸透防止層への浸入流

HQ ：通水穴から排水層下部への流出
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設定条件

・定常状態

・側方流れは不等流 （昨年は等流）

・侵食防止層からの浸透流速 ＝ 降雨強度

・浸透防止層は飽和状態
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侵食防止層からの雨水浸入流量 QD

IAIQD ⋅=
：降雨強度

A ：単位領域の面積

θ

DQ
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排水層上部の側方流量 QU
～　開水路流れ　～

θ

1,UQ
2,UQ

( ) UUUU vhAQ ⋅=
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UC UA Uh

Uv g θ Uz

Uς

x∆

：上部流量係数 ：上部側方流断面積 ：上部水深

：上部流速 ：重力加速度 ：傾斜角 ：標高

：上部損失係数

：単位領域の長さ

添字1:上流側境界

添字2:下流側境界

上流側全水頭 下流側全水頭 損失水頭
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排水層下部の側方流量 QL
～　開水路流れ　～
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θ

1,LQ
2,LQ

( ) LLLL vhAQ ⋅=
LC LA Lh

Lv g θ Lz

Lς

x∆

：下部流量係数 ：下部側方流断面積 ：下部水深

：下部流速 ：重力加速度 ：傾斜角 ：標高

：下部損失係数

：単位領域の長さ

添字1:上流側境界

添字2:下流側境界
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上部の側方流れにおける流動域と滞留域

上部の側方流れ
流動域

滞留域

上部排水
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下部の側方流れにおける流動域と滞留域

流動域
下部の側方流れ

下部排水
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下部の側方流れにおける流動域と滞留域

下部排水

下部の側方流れ
流動域

滞留域
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通水穴からの流出量 QH
～　ベルヌイの定理　～

A′ ：通水穴セル面積 I ：降雨強度

( ) HUHHH vhACQ ⋅⋅=

θcos22
UUH ghvv +=

HC

HA
g θ

：排水層上部からの流下断面積

：重力加速度 ：傾斜角：流量係数

Hv
Uh

：排水層上部からの流下流速

：排水層上部流速 ：排水層上部水深Uv

θ

HQ
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浸透防止層への浸入流量 QW
～　ダルシー則　～

WWW vACQ ⋅⋅=

θcos1 ⋅





 +⋅=

L
hkv L

W

Wv k
WC ：流量係数 A ：単位領域の面積

：浸透流速 ：浸透防止層の透水係数

L：浸透防止層の厚さθ ：傾斜角

：排水層下部水深Lh

θ
WQ
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水収支式

θ

DQ

1,UQ

1,LQ
2,UQ

2,LQHQ

WQ

02,1, =−−+ HUUD QQQQ

02,1, =−−+ WLLH QQQQ

上部：

下部：
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係数の決定

∑ 






 −

i i

ii

2

実験値

実験値計算値
誤差＝

実験値と計算値の誤差が最小と
なるよう係数を与えた。

0.3=HC [-]通水穴への流下：

流量係数
5.4=WC [-]浸透防止層への浸透流：

14=Uς [mm-1]上部側方流：

損失係数 14=Lς [mm-1]下部側方流：
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実験の再現計算
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ｼﾞｵﾌﾛｰ5mm(3%)・実験 ｼﾞｵﾌﾛｰ10mm(3%)・実験 ｼﾞｵﾌﾛｰ5mm(5%)・実験 ｼﾞｵﾌﾛｰ10mm(5%)・実験

ｼﾞｵﾌﾛｰ5mm(3%)・計算 ｼﾞｵﾌﾛｰ10mm(3%)・計算 ｼﾞｵﾌﾛｰ5mm(5%)・計算 ｼﾞｵﾌﾛｰ10mm(5%)・計算
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まとめと課題

数値モデルにより、散水実験の結果をある程
度再現できた。

ジオフローの芯材の厚さによる影響を表現で
きるよう工夫が必要である。

数値モデルにより、廃棄物埋立地での実務計
算に使える情報の提供
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設定条件

・埋立面積１ｈａの埋立地

・蒸発および表面流出は考慮しない。

１００
ｍ

５０ ｍ

勾配 勾配

キャッピング

埋立廃棄物

想定した埋立地
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埋立地を想定したシミュレーション

（勾配３％、法長さ１～５０ｍ）
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シミュレーション結果（浸透率）

（勾配３％、法長さ１～５０ｍ）
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シミュレーション結果（年間浸透量）

（勾配３％、法長さ１～５０ｍ）
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標準ケース

θ

施工長さ（排水長さ）
6ｍ

芯材厚さ
20mm通水穴ピッチ

75mm
勾配=tanθ

=0.03
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内容２のまとめ

実験結果を再現可能なジオコンポジット型排
水層の水移動モデルを構築した。

ジオコンポジット型排水層に関連する諸条件
を変動させた結果、排水率および浸透率の変
動が最も大きかったのは施工長さであった。

ジオコンポジット型排水層を埋立地規模で施
工した場合、実験規模とは異なる排水および
浸透特性を示す可能性がある。
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